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研究/活動紹介

① 教育・保育の現場で利用する
デジタルコンテンツの内製

社会のICT（情報通信技術）の進歩に対応し、教育の情報化が
進みました。デジタル教科書をはじめ様々な既存のデジタルツー
ルが教育・保育の現場で利用されていますが、地域の文化・歴
史・産業などにもとづくデジタル教材は十分にあるとはいえませ
ん。また子どもたちが興味関心を保ちながら主体的に学べるよう
に、よりインタラクティブなコンテンツであることが重要と考え
ています。さらにこれらのコンテンツを教員や市民が内製でき
オープンに共有できる環境も研究していきたいと考えています。

② デジタルデバイドの解決を目指す
教員・保育士養成

ICTを利用できる人とできない人の間に生じる格差は、様々な
社会的側面の不平等を拡大させることにもつながります。年齢や
身体的特性、言語の違いが原因となっている場合も多く、学習支
援や情報メディアに対するアクセシビリティを検討する必要もあ
ります。
本学の子ども教育学科で学ぶ学生達が、地域の様々な活動を通

して実践的に地域住民の方々と協働したりICTに対する学びを支
援したりする機会を増やしていきたいと考えています。またその
活動の過程で様々な課題を解決するプロセスを研究していきたい
と考えています。

＜お問合せ窓口＞
仁愛大学 地域共創センター ℡ 0778-43-6576 e-mail collabo@jindai.ac.jp

最新の研究内容

テーマ： ICT・デジタルコンテンツの教育や保育における活用

栄養・子ども学部 子ども教育学科

教授 篭谷 隆弘 KAGOYA Takahiro

専門・活動分野 情報メディア学、教育工学

＜公園バーチャルツアーコンテンツ＞

＜外国人未就学児のデジタル教材による学習支援＞

産学連携/地域貢献へのアピールポイント、
相談可能事項

• 企業・団体が持つ専門的な知識・情報をもとに、それらを小学校など
教育現場にデジタル教材として提供するための方策を協働して考える。

• 地域の様々なコミュニティにおけるデジタルデバイドの解消に向けた
取り組みを支援する。

＜デジタルアート体験イベント＞

協力：プレスクールさくら

協力：越前市ぷらぷらぼ
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